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周辺騒音影響事前評価ツールを活用した
まちなかものづくり事業所の立地評定 
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１．はじめに 

歴史的に各種の用途が混在して市街地の多くが形

成されてきた日本の都市においては、用途地域規制

の下で異種用途間のあつれきを抑制しつつその調和

を図り、良好な市街地環境や機能的な都市活動を実

現していく必要がある。集約型都市づくりの推進や、

伝統的産業・ものづくり産業の育成・保護、新形態

の生産・サービス活動の導入といった政策・社会情

勢の下にある、まちなかものづくり産業の立地に際

しても、その主要な外部影響要素を迅速・的確に評

価して、判断していく方向性が考えられる。 

このような認識の下で、昨年度はものづくり事業

所から発生する騒音に着目し、製造機器から発せら

れる騒音に対する屋外の任意の評価地点における騒

音レベルを算定するための計算シートを開発した1)。

本年度は、建築基準法第４８条第１項ただし書き許

可等の審査手続きに、これを周辺騒音影響の事前評

価ツールとして活用する際の利点や課題を検討した。 

２．ただし書き許可の課題と評価ツールの活用 

 建築基準法４８条では、用途地域毎に建築できる

用途と建築できない用途を別表第２で定めている。

また、住宅地の環境を害するおそれがないもの、ま

たは公益上やむを得ないと認めたものは、特定行政

庁は公聴会の開催及び建築審査会の同意を得た上で

許可（以下「ただし書き許可」）できるとしている。 

 まちなかものづくり事業所の立地におけるただし

書き許可の判断に際しては、騒音が市街地環境上、

最も重要な指標の一つとなる。そこで、周辺騒音影

響の事前評価ツールを申請者や特定行政庁の職員等

が用いることで、騒音値の事前予測が可能となり、

許可に際しての客観的な根拠資料として建築審査会

の資料として活用できるほか、騒音対策の効果を定

量的・客観的

に把握できる

ことなどから、

近隣トラブル

に対して活用

できる余地も

あるなどの利

点が整理され

た。 

 その上で、

いくつかの特

定行政庁の協

力を得て、過

去のただし書き許可の審査事例等をもとに、提出資

料からの計算の可能性と計算結果の妥当性の検証や、

特定行政庁職員等による入力・操作の可能性も検証

し、評価ツールの活用可能性を確認した。さらに騒

音に着目した評価ツールを活用した、ただし書き許

可の審査の仕組み・プロセス（図）に関して、米国

の条件付き用途許可（Conditional Use permit）の

仕組みなども参考に検討を行い、騒音計算シートの

様式化の例や、建築審査会に附議の際の評価書（米

国のStaff Reportに相当）の記載例を試作成した。 

 また、建築後の確認・対応や、黒子役とされる行

政職員による評価書の作成の是非等の課題が認めら

れ、これに対する有識者・実務者の意見を整理した。 

３．今後の取り組み 

今年度の検討結果を踏まえて、ツールの利用方法

と許可プロセスにおける活用の解説書とともに、国

総研のＨＰを通じて公開の予定である。 

1)「まちなかものづくり事業所の周辺騒音影響の事前評価

ツールの開発」国総研レポート2015、p.124 
http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/2015report/ar2015hp102.pdf 
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図 許可・確認の手続きの流れ 
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広場空間の質の向上に向けた取り組
みについて 
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１．はじめに 

 国総研では、中心市街地等における広場が多くの

人に憩いの場や交流の場として活用されるよう、広

場の質の向上を図るための研究を行っている。その

一環として、都市内広場の大きな樹木やベンチ等の

配置が歩行者の行動に与える影響を把握するための

実験を行った。本稿ではその実験の内容について紹

介する。 

２．実験の概要 

 実験は、富山グランドプラザ(屋内空間)において

平日の5日間（各6時間）にわたり行った。各日とも

に樹木、椅子、テーブル、ベンチ等の配置変更を行

い、歩行者の行動を記録した。記録方法としては、

（１）トレース(調査員の追跡による歩行軌跡の把握

調査)、（２）スタティック・ログ（滞留行動の観測）、

（３）ゲートカウント（出入口の歩行者交通量のサ

ンプル調査）を用いた。得られたデータに関しては、

図のように歩行者動線や滞留行動が視覚的に分かる

ように表現した。 

 

写真 実験の様子 

３．実験結果 

実験の結果、（１）植栽や飲食店などによって、

滞留を期待する箇所に囲われ感を形成することによ

り、多くの歩行者滞留が発生すること、（２）座席

や植栽の配置を変更することにより、滞留空間にお

ける通り抜けが減少する等の移動軌跡の分布が想定

以上に変化した等、空間構成要素の配置パターンが

空間の使われ方に大きく影響を及ぼすことが明らか

になった。 

 

図 配置パターンと歩行動態の例 

４．今後の研究について 

今回得られたデータをもとに、今後は滞留時の詳

細な行動内容（会話、食事等）を把握することによ

り、広場のレイアウトが広場空間の質へ及ぼす影響

（賑わいの創出、コミュニティの形成等）を分析し

たい。さらに周辺施設との接続状況や広場利用者の

属性を把握することで広場の分類を行い、立地に適

した広場のアクティビティ促進方策や周辺環境等に

応じた広場づくりを行うためのマニュアルを発出す

る予定である。 

 

【関連資料】賑わいづくり施策「発見」マニュアル 

http://www.nilim.go.jp/lab/jcg/index.files/nigiwai.

pdf 
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